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資料（議事１・２共通） 

１．みなとみらい２１中央地区の景観計画 

みなとみらい大通り沿道地区の方針 

みなとみらい大通りは、横浜駅周辺地区と関内地区を結

ぶ主要幹線道路であり、みなとみらい２１地区の顔となる

目抜き通りとなっている。 

みなとみらい大通り沿道地区は、目抜き通りとしての魅

力ある景観形成を進めるほか、みなとみらい２１中央地区

のスカイラインを形成する上で重要な地区であることか

ら、質の高い業務機能等の集積による積極的な超高層建築

物の誘導など、風格ある沿道景観を目指す。（近年の開発動

向→別紙１） 

魅力ある都市景観を創造するための方針 

みなとみらい２１中央地区は、2つの都心である横浜駅周辺地区と関内地区を結ぶ位置にある。ま

た、横浜の自立性と都心機能を強化するうえで重要な地区であり、業務、商業などの多様な都市機能

の集積を図っている。 

当地区においては、これまで地元の街づくり組織等における様々な魅力づくりの取組や、街づくり

基本協定に基づく街づくりの推進、市民が憩い親しまれる水辺空間の創出等を図り、風格ある都市景

観が形成されてきた。また、港や歴史を生かした景観形成など、当地区全体で調和のとれた質の高い

景観形成が図られている。なかでも、海側から山側に向けて、徐々に建物高さを高くすることで形成

される街のスカイラインは、横浜の代表的な景観の一つとして、広く親しまれている。 

当地区の景観形成については、さらに、低層部における「にぎわい空間」の創出を景観要素の 1 つ

と考え地区全体で形成される歩行者空間ネットワーク沿いでこの「にぎわい空間」を連坦されること

により、街全体の回遊性を高める魅力ある歩行空間の形成を進めている。クイーン軸、グランモール

軸、キング軸の 3つの都市軸については、当地区の拠点となる駅や港への通景など、極めて重要な役

割を持つ歩行空間ネットワークであり、この軸沿いの建物も含めた、総合的な景観形成を図ることが

求められている。特に、キング軸については、今後の街づくりを進める上で要となる軸であり、それ

に相応しい歩行空間の形成が必要となっている。 

景 観 形 成 の 

基 本 的 視 点 

○業務、商業などの多様な都市機能の集積 
○歩行者空間ネットワークと連坦したにぎわい空間の形成 

○クイーン軸、グランモール軸、キング軸の 3つの重要な都市軸沿いの景観形成 

○みなとみらい大通り沿いの超高層建築物による風格ある沿道景観 

３ 都市再生緊急整備地域／特定都市再生緊急整備地域の地域整備方針 

みなとみらい地区は都市再生緊急整備地域に指定されており、地域整備方針では、みなと横浜の特性を生

かしつつ、業務機能を中心に、商業、文化、居住機能等の導入による多機能な国際交流拠点を形成すること

としています。 

また、都市開発事業等の円滑かつ迅速な施行を通じて緊急かつ重点的に市街地の整備を推進することが国

際競争力の強化を図る上で特に有効な地域として、都市機能の集積や、経済活動の水準が高く求められ、グ

ローバル企業の本社機能・研究開発拠点が多数集積する国際的な業務機能、国際コンベンション参加者数日

本一を誇るＭＩＣＥ機能を有するみなとみらい地区は、「特定都市再生緊急整備地域」にも指定されていま

す。 

２ みなとみらい２１中央地区地区計画 

37 街区、58 街区は、ともにみなとみらい２１中央地区地区計画でビジネスゾーンに位置づけられてい

ます。ビジネスゾーンは土地利用の方針において、地区内をはしる都市幹線道路に沿って、本社機能等が

集積する質の高い業務地区を目指し、ショッピング、アミューズメント等を楽しめる商業サービス施設及

び文化施設も併せた立地を誘導する区域としています。 

これまでにも、企業のグローバルな拠点となる本社機能や、研究開発拠点となるＲ＆Ｄ機能、新しい価

値創造のためのイノベーション機能、産業界との連携も視野に入れた教育研究機能、芸術・文化活動の発

信場所となる機能など、「24時間活動する国際文化都市」、「21世紀の情報都市」となる施設の集積が進め

られ、地区の目指す調和とバランスの取れた街形成が図られています。 

特 に 求 め ら れ る 機 能 

○みなとみらい地区の大街区を活かした質の高いオフィス空間を供給することで本社機能や研究開発拠点の集積を図る 

○併せて商業、文化機能の導入による複合的な開発を行う 

→国際競争力強化に資することが求められる 
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